
一隅を守り

千里を照らす

守一隅而照千里

PROTECT A CORNER

ILLUMINATE OF THOUSAND MILES

正義から道理へ

平和・環境・健康はひとつ

歩いた後に 道ができる

从正义到道理

和平·环境·健康三位一体

走过后路自成

From just ice  to  reason

Peace ,  environment  and hea l th  are  one

�e road i s  born af ter  walking

混迷の時代  出雲から陽が昇る
Youtube 34分10 秒

ver20210921

活動のあゆみ
Youtube 21分17 秒



三方良し　先義後利

おもしろ　おかしく　たのしく　ゆかいに

社業を通じて世界に喜びの輪を広げよう

八雲立つ日本  出雲から陽が昇る

行動指針

経営理念

社　　是

小松電機産業株式会社
ホームページ

人間自然科学研究所
ホームページ
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八
雲
立
つ
出
雲
か
ら

「
平
和
・
環
境
・
健
康
は
ひ
と
つ
」
を

世
界
へ
発
信

小松電機産業株式会社 代表取締役  ／  人間自然科学研究所 理事長

小
松
昭
夫

々
と
し
た
穏
や
か
な
湖
面
に
ぽ
つ
ん
と
浮
か
ぶ
嫁
ケ

島
。た
ゆ
た
う
波
間
に
水
鳥
が
浮
か
び
、夕
暮
れ
と

も
な
れ
ば
、息
を
呑
む
絶
景
が
広
が
る
。そ
ん
な
宍

道
湖
を
眺
め
る
高
台
に
、「
平
和・環
境・健
康
は
ひ
と
つ
」を

世
界
に
発
信
す
る
会
社
が
あ
る
。

　

世
界
を
視
野
に
深
遠
な
時
流
を
読
み
、そ
の
読
み
に
基
づ

く
国
際・国
内・地
元
に
向
け
て
社
会
変
革
の
布
石
を
打
っ
て

き
た
。そ
の
読
み
と
布
石
を
背
景
に
、卓
越
し
た
着
眼
、構
想

力・決
断
力
で
３
つ
の
永
遠
の
事
業
を
創
出
し
、天
略
経
営
理

論
を
確
立
す
る
。そ
し
て
、天
略
経
営
を
実
践
で
き
る
準
備

を
国
際
的
に
行
っ
て
き
た「
ド
ゥ
ー
＆
シ
ン
ク
タ
ン
ク
人
間
自

然
科
学
研
究
所
」を
生
み
育
て
た
会
社
で
あ
る
。

　

前
代
未
聞
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
旗
手
と
言
わ
れ
る
小

松
昭
夫
率
い
る
小
松
電
機
産
業
だ
。

　

東
京・豊
洲
市
場
を
は
じ
め
国
内
外
で
1
8
万
8
0
0
0

台
が
採
用
さ
れ
て
い
る 

地
球
温
暖
化
防
止・空
間
価
値
創
造

シ
ス
テ
ム「
h
a
p
p
y 

g
a
t
e 

門
番
」と
、水
の
ク
ラ
ウ

ド
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
の
パ
イ
オ
ニ
ア「
や
く
も
水
神
」を
開

発
。そ
の
業
績
は
高
く
評
価
さ
れ「
ニュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
最

高
賞
」や「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
優
秀
賞
」、科
学
技
術
庁

の「
注
目
発
明
選
定
証
」を
受
賞
。す
べ
て
事
業
の
社
会
性
が

注
目
さ
れ
た
受
賞
だ
っ
た
が
、「
h
a
p
p
y 

g
a
t
e 

門

番
」や「
や
く
も
水
神
」は
、市
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
、縁

の
下
の
力
持
ち
的
存
在
で
、一
般
の
人
た
ち
の
目
に
触
れ
る
こ

と
は
少
な
い
。

　

2
つ
の
事
業
の
収
益
金
で
1
9
9
4
年
ド
ゥ
ー
＆
シ
ン
ク
タ

ン
ク「
人
間
自
然
科
学
研
究
所
」設
立
。国
連
に
併
設
さ
れ
る

「
国
民
国
連
」の
創
出
を
目
指
し
た
2
6
年
間
の
活
動
は
、人

類
史
の
時
間
軸
で
世
界
を
俯
瞰
、「
平
和・環
境・健
康
は
ひ
と

つ
」を
旗
印
に
、官
民
連
携
か
ら
公
民
連
携
、そ
の
先
の
デ
ー
タ

共
有
化
を
核
に
し
た「
民
民
公
連
携
」を
提
唱
、企
業
の
社
会

的
責
任（
C
S
R
）か
ら
共
通
価
値
創
造（
C
S
V
）、そ
の
上

の
天
略
経
営
理
論（
C
S
X
）の
完
成
と
実
証
を
目
指
し
、恒

久
平
和
モ
デ
ル
創
出
に
至
る
道
筋
を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

　

2
0
1
3
年
、四
半
世
紀
に
及
ぶ
、一
貫
し
た
活
動
が
国
際

的
に
注
目
さ
れ
、カ
ー
ネ
ギ
ー
の
寄
付
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
、

オ
ラ
ン
ダ・ハ
ー
グ
の「
平
和
宮
」建
立
1
0
0
周
年
祭
で
、ア
ル

フ
レ
ッ
ド・ノ
ー
ベ
ル 

、ロッ
ク
フェラ
ー
、テ
ッ
ド・タ
ー
ナ
ー
各
氏
、

そ
し
て
ア
ジ
ア
か
ら
は
、慶
熙
大
学
元
総
長
の
趙 

永
植（
チ
ョ

ウ・ヨ
ン
シ
ッ
ク
）氏
、京
都
出
身
で
、立
命
館
大
学
区
内
に
世

界
で
唯
一の
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
作
ら
れ
た
中
野
信
夫
氏
と

共
に「
1
0
0
年
間
の
世
界
の
平
和
事
業
家
2
0
人
」の一人

に
選
ば
れ
た
。

　

翌
2
0
1
4
年
に
は
、女
性
初
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
た
、ベ
ル
タ・フ
ォ
ン・ズ
ッ
ト
ナ
ー
に
由
来
す
る
ズ
ッ
ト
ナ
ー

賞
。2
0
1
9
年
に
は
、「
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
」を
提
唱
し
た
岡

倉
天
心
に
由
来
す
る「
岡
倉
天
心
国
際
賞
」を
受
賞
。こ
れ
ら

を
背
景
に
、聖
徳
太
子
の
命
日・日
露
戦
争
の
最
中
に
島
根
県

に
編
入
さ
れ
た
日
に
因
ん
で「
竹
島
の
日
」と
定
め
ら
れ
た
2

月
2
2
日
に
、松
江
市「
太
陽
ホ
ー
ル
」を
起
点
に
世
界
か
ら

著
名
な
2
9
名
の
講
師
の
参
加
を
得
て「
平
和・環
境・健
康

は
ひ
と
つ
〜
国
際
Z
o
o
m
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」、6
月
5
日
に
は
、

北
海
道・東
北
地
方
の
縄
文
遺
跡
世
界
遺
産
登
録
発
表
を
き

っ
か
け
に「
故
き
を
温
ね 

新
し
き
を
知
る
〜
Z
o
o
m
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
、人
類・世
界
規
模
の「
真
の
地
方
創
生
事

業
」の
流
れ
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

社
是「
社
業
を
通
じ
て
世
界
に
喜
び
の
輪
を
広
げ
よ
う
」

経
営
理
念「
お
も
し
ろ 

お
か
し
く 

た
の
し
く 

ゆ
か
い
に
」

行
動
指
針「
三
方
良
し　

先
義
後
利
」を
掲
げ
て
経
営
に
奮

闘
、7
7
歳
を
迎
え
た
小
松
昭
夫
は
、人
類
の
脳
の
特
性
を

阿
修
羅
像
か
ら
感
じ
取
り
、「
宿
命・運
命・使
命・天
命
」を
悟

り
、「
説
明・説
得
」か
ら「
共
感・納
得
」そ
し
て
人
類
進
化
に

至
る「
天
略（
原
理
）・政
略（
原
則
）・戦
略（
現
実
）・戦
術（
現

場
）・戦
闘（
現
物
）」が
動
き
出
す「
平
和・環
境・健
康
は
ひ
と

つ
」の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
2
回
開
催
し
た
。

1944（昭和 19）年、島根県八束郡八雲村（現松江市八雲町）生まれ。島根県立松江工業高等学校機械科を卒業し佐藤
造機（現三菱マヒンドラ農機）に入社。研究所でコンバインの開発設計に携わった。1973 年創業、1994 年に人間自然科
学研究所を設立。2012年に新産業創造による社会貢献で藍綬褒章を授与される。2013年に「世界の平和フィランソロピスト
20人」、2014年にズットナー賞、2019年に岡倉天心国際賞に選出された。誕生日に社員一同から送られた勝負ネクタイをつけて。

広

小松昭夫 こまつあきお　右／2012 年に内閣総理大臣表彰ものづくり日本大賞優秀賞を 2012 年に受賞。受賞式に参加した開発メンバー。
左／2012 年に JSDA 社団法人日本シャッター・ドア協会（会員170 社）から、同協会の高速シートシャッター
初代委員長として、その功績を高く評価され感謝状を受けた。

右／ 2007 年に国土交通大臣表彰を受賞。左／ 1991 年に第 6 回国際ニュービジネス大会にて大賞受賞。
審査員長 牧野 昇 氏（元  三菱総合研究所会長）。

工場や店舗、厨房などの出入口に設置されるシートシャッター「happy gate 門番」。東京・豊洲市場にも導入されている。

境港から韓国便輸出入を開始。

1989 年 4tトラックに展示機を乗せ全国にPR

人間自然科学研究所
新聞・雑誌資料アーカイブス

朝鮮半島と日本列島の使命
PDF：1.5MB
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水に関するあらゆる施設をクラウド管理する「やくも水神」。PC 同様の機能や画面
をスマートフォンやタブレットで災害などの緊急時にもスピーディに的確に対応でき
る。2020年度には「クラウド型リアルタイム表示」が中国経済産業局長賞を受賞した。

研
究
を
重
ね
た
。

　

1
0
キ
ロ
の
道
の
り
を
自
転
車
で
高
校
に

通
い
な
が
ら
、
担
任
教
師
の
親
戚
が
営
む
家

具
店
で
、
同
級
生
に
呼
び
か
け
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
・
タ
ン
ス
の
設
計
・
広
報
の
仕
事
を
手
伝

う
な
ど
、
学
び
な
が
ら
将
来
を
見
据
え
て
働

く
学
生
だ
っ
た
。

　

竹
内
神
社
の
秋
祭
り
に
合
わ
せ
て
開
か
れ

る
農
機
の
展
示
会
で
は
、
耕
運
機
の
カ
タ
ロ

グ
を
集
め
、
メ
ー
カ
ー
各
社
に
卒
業
論
文
の

た
め
の
資
料
送
付
を
依
頼
。
日
本
の
耕
運
機

の
発
展
の
経
緯
と
現
状
と
将
来
を
ま
と
め
た

論
文
は
3
5
0
名
の
全
卒
業
生
で
1
位
を
獲

得
し
た
。

　

入
社
後
、
そ
の
論
文
は
大
い
に
役
立
ち
、

他
社
情
報
に
詳
し
い
1
8
歳
の
小
松
青
年
は

　

小
松
電
機
産
業
の
原
点
は
松
江
の
南
東
の

旧
八
雲
村
東
岩
坂
。
小
松
昭
夫
は
ラ
ジ
オ
・

電
機
・
機
構
学
の
好
き
な
正
義
感
の
強
い
少

年
だ
っ
た
が
、
戦
後
の
銀
行
・
農
地
改
革
で

生
家
が
没
落
。
大
学
に
進
学
す
る
余
裕
が
な

く
、
早
く
社
会
に
出
て
家
族
を
支
え
る
必
要

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
地
元
に
本
社
と
研
究
部

門
が
あ
り
全
国
展
開
し
て
い
る
農
機
メ
ー

カ
ー
・
佐
藤
造
機
の
研
究
所
に
入
社
す
べ
く
、

松
江
工
業
高
等
学
校
機
械
科
へ
進
学
し
た
。

　

高
校
2
年
の
夏
休
み
は
鋳
物
部
品
を
加
工

し
て
い
る
協
力
工
場
、
3
年
の
夏
休
み
に
は

佐
藤
造
機
本
社
工
場
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
加
工
部

門
や
廃
棄
自
動
車
の
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
解
体
を
請
け
負
う
ア
ル
バ
イ
ト
を
通
じ
て
、

高
校
生
時
代
か
ら
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

社
会
的
大
問
題
が
経
営
資
源
。

天
略
と
先
端
技
術
で
問
題
を
昇
華
し
新
た
な
事
業
を
創
造
。

上／シートシャッターの製造ラインの横には歴代のシートシャッターが並び工場見学が行える。下右／創業地の八雲工場を創業 44 周年を期に新たな出
発をテーマに改修。下左／強風や空気圧差にも強いパイプ入りの「happy gate 門番」。電気を使わず空気圧で稼働するタイプや、マイナス 25℃まで耐
えうるタイプなど開発が続く。

新
入
社
員
な
が
ら
研
究
所
に
配
属
さ
れ
、

農
機
の
開
発
・
設
計
に
携
わ
っ
た
。
自
分

の
境
遇
と
人
生
、
社
会
を
見
渡
し
、
歴
史

を
振
り
返
り
、
何
の
た
め
に
、
今
何
を
す

べ
き
か
を
常
に
考
え
、
同
時
並
行
で
色
ん

な
こ
と
に
あ
た
り
、
実
行
す
る
。

　

先
を
見
据
え
、
何
の
た
め
に
何
を
す
べ

き
か
考
察
、
究
極
の
目
的
を
定
め
、
具
現

化
の
た
め
の
手
段
と
し
て
目
標
を
掲
げ
、

計
画
を
作
り
、
布
石
を
打
ち
実
行
。「
動
中

の
工
夫
、
静
中
に
勝
る
こ
と
百
千
億
倍
」、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
結
果
が
出
続
け
る
流

れ
を
生
み
出
す
。

　

周
囲
か
ら
見
れ
ば
突
拍
子
の
な
い
行
動

で
も
、
明
確
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
試

行
錯
誤
の
末
、
そ
こ
に
至
る
ロ
ジ
ッ
ク
が

存
在
す
る
。
時
が
経
っ
て
成
就
す
る
と
、

編
集
さ
れ
た
過
去
の
資
料
・
写
真
・
映
像

を
観
て
、
理
解
が
広
が
る
。

　
「〝
問
題
が
無
い
〞
が
一
番
の
問
題
。
困
っ

て
い
る
こ
と
を
よ
く
聴
き
、
観
察
、
ア
イ

デ
ア
を
も
と
に
、
試
行
錯
誤
を
経
て
、
商

材
が
生
れ
、
品
格
の
伴
っ
た
商
品
に
進
化

し
て
い
く
」

　

入
社
8
年
、
大
き
な
転
機
が
訪
れ
る
。

地
元
唯
一
、
一
部
上
場
の
佐
藤
造
機
は
時

代
の
変
化
と
激
動
す
る
業
界
の
流
れ
に
飲

み
込
ま
れ
、
経
営
破
綻
。
こ
れ
を
契
機
に

退
職
、
自
分
の
人
生
と
家
族
の
生
活
の
両

立
の
た
め
大
阪
に
出
て
事
業
家
を
目
指
し
、

新
た
な
道
の
模
索
を
は
じ
め
た
。

財界にっぽん2017年11月号
PDF：6.0MB

内外情勢調査会 J2 TOP
PDF:1.0MB
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最
初
に
手
が
け
た
の
は
大
阪
で
身
に
つ
け
た
、

元
手
の
い
ら
な
い
ポ
ン
プ
修
理
業
。
そ
の
年
の

秋
、
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
社
会
が
激
変

す
る
中
、
資
材
を
求
め
、
大
阪
と
島
根
を
往
復
。

ポ
ン
プ
修
理
業
か
ら
工
場
向
け
の
電
機
制
御
装

置
・
配
分
電
盤
、
さ
ら
に
簡
易
水
道
の
計
装
シ

ス
テ
ム
へ
と
、
孟
母
三
遷
の
教
え
に
習
い
、
分

野
を
移
行
し
な
が
ら
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

し
て
い
く
。

　

実
績
を
積
み
な
が
ら
業
務
を
拡
大
す
る
も
、

仲
間
内
で
談
合
、
そ
れ
以
外
の
人
た
ち
を
餌
食

　

佐
藤
造
機
が
倒
産
す
る
少
し
前
、4
6
年
豪
雪
の
2
月
、

2
6
歳
の
小
松
昭
夫
は
1
か
月
間
の
休
暇
を
取
り
、
人

生
を
見
直
す
た
め
、
新
入
社
員
教
育
で
「
一
燈
園
」
の

三
上
和
志
先
生
に
人
生
の
指
針
を
頂
い
た
安
来
の
清
水

寺
で
、
座
禅
に
入
っ
た
。

　

し
か
し
1
か
月
間
の
座
禅
で
、答
え
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
帰
り
道
、
雪
の
積
も
っ
た
石
段
を
傘
を
さ
し
て
降

り
る
時
に
、
閃
き
が
お
き
「
未
来
で
必
ず
訪
れ
る
死
か

ら
現
実
に
至
る
過
去
と
繋
ぎ
、
今
な
す
べ
き
こ
と
を
す

ぐ
や
る
」
と
い
う
思
考
回
路
が
確
立
し
た
。

　

こ
れ
が
人
生
の
軸
に
な
り
、
時
を
経
て
小
松
電
機
産

業・人
間
自
然
科
学
研
究
所
の「
事
業・社
是・経
営
理
念
・

行
動
指
針
」
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

見
聞
を
広
め
、
念
い
を
現
実
化
す
る
た
め
に
、
向
か
っ

た
の
は
大
阪
。
小
さ
な
会
社
が
ア
イ
デ
ィ
ア
と
試
行
錯

誤
で
大
手
に
対
抗
し
て
い
る
場
面
を
目
の
当
た
り
に
し

た
。

　

そ
し
て
1
9
7
3
年
、
故
郷
に
戻
り
、
弟
と
と
も
に

起
業
す
る
。
元
手
は
2
人
分
の
失
業
保
険
3
0
万
円
、

生
家
の
納
屋
を
改
造
、5
万
円
の
中
古
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
、

残
っ
た
1
0
万
円
と
工
具
箱
ひ
と
つ
の
船
出
だ
っ
た
。

「
三
方
よ
し
」

「
先
義
後
利
」
を

念
頭
に
判
断
・
行
動

に
し
て
い
く
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
・
地

元
電
気
工
事
業
界
と
真
っ
向
か
ら
ぶ
つ

か
り
、
倒
産
の
噂
も
広
が
り
、
6
割
の

社
員
が
会
社
を
去
り
、配
電
盤
か
ら
撤
退
。

　

稼
働
し
な
く
な
っ
た
板
金
機
械
設
備

を
活
か
し
、三
菱
農
機
の
依
頼
で
始
め
た
、

折
り
畳
み
式
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
進

化
さ
せ
、
空
気
環
境
に
寄
与
す
る
と
い

う
社
会
的
役
割
を
担
っ
た
大
ヒ
ッ
ト
商

品
「
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
ｇ
ａ
ｔ
ｅ
門
番
」、
世

界
初
の
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
水
管
理
シ
ス

上／意宇川河畔の周藤彌兵衛翁像は高さ2.7m、幅 2.8m。出家し一人で鑿を振るう姿に圧倒される。地元では周藤彌兵衛翁
の顕彰会が作られ子どもたちの教育に生かされている。下／周藤彌兵衛翁像前の案内看板には建立の経緯と歴史的偉人の名
言が記されている。

右／現在の八雲町日吉の切り通し。開削以前は剣山から続く稜線が川を堰き止めて氾濫を招いた。削られた剣山の断面は高さ20mを超えるという。
左上／2014 年に開催した八雲立つ出雲から陽が昇るシンポジウムで来日したオランダの芸術家イングリッド・ロレマ氏。　左下／日吉切通しと周藤彌兵衛翁像のすぐそばにある創業の地八雲事業所がある。

新聞に連載された周藤彌兵衛翁の物語をまとめた絵本
をはじめ水の偉人の物語を後世へ伝えようと書籍を刊
行している。

テ
ム
「
や
く
も
水
神
」
の
開
発
、
そ
し
て
平
和
・
環
境
・

健
康
は
ひ
と
つ
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
人
間
自
然
科
学
研

究
所
」
の
社
会
活
動
を
誕
生
さ
せ
て
い
く
。
こ
の
、
環

境
に
配
慮
し
た
大
ヒ
ッ
ト
商
品
の
開
発
は
、
当
社
が
業

界
の
談
合
・
癒
着
体
質
か
ら
脱
却
し
た
こ
と
に
よ
り
生

み
出
さ
れ
た
成
果
で
あ
り
、
い
わ
ば
災
い
転
じ
て
福
と

な
す
を
地
で
行
く
快
挙
だ
っ
た
。
ま
た
、
人
間
自
然
科

学
研
究
所
の
活
動
は
、
世
界
人
類
史
を
視
野
に
入
れ
た

思
索
と
実
践
に
繋
が
っ
て
い
く
。

　

山
陰
の
強
い
冬
の
季
節
風
と
い
う
地
域
の
悩
み
を
解

決
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
「
h
a
p
p
y 

g
a
t
e 

門
番
」
は
、顧
客
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、防
虫
・

防
塵
・
抗
菌
・
低
温
・
高
温
・
帯
電
防
止
・
防
爆
な
ど

の
開
発
を
進
め
、
今
や
全
国
・
世
界
に
業
界
が
広
が
り
、

永
遠
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
誕
生
し
て
い
る
。

　

1
9
9
1
年
1
0
月
「
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
門
番
」

が
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
最
高
賞
を
受
賞
、
翌
年
2
月
、

上
場
準
備
発
表
を
期
待
さ
れ
て
い
た
大
賞
受
賞
パ
ー

テ
ィ
ー
の
席
上
で
、
宮
澤
総
理
の
韓
国
談
話
を
受
け

1
9
9
2
年
2
月
「
韓
国
に
技
術
無
償
供
与
」
を
発
表

し
た
。〝
買
い
百
両
、
見
切
り
千
両
、
無
欲
万
両
〞
の
言

葉
は
あ
る
が
、
こ
の
発
表
は
、
新
聞
に
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
、
証
券
・
金
融
・
産
業
界
・
社
会
を
驚
嘆
さ
せ
た
。

　

さ
ら
に
、
業
界
の
要
請
で
、「
社
団
法
人
シ
ャ
ッ
タ
ー
・

ド
ア
工
業
会
」
に
新
設
さ
れ
た
「
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー

委
員
会
」の
初
代
委
員
長
に
小
松
昭
夫
は
1
0
年
間
就
任
。

構
造
・
安
全
・
保
守
基
準
の
作
成
、
業
界
初
の
エ
コ
マ
ー

ク
の
取
得
を
通
じ
て
、
ラ
イ
バ
ル
国
内
会
社
に
技
術
を

公
開
。
ま
た
世
界
規
模
で
展
開
す
る
ア
メ
リ
カ
の
ア
ル

バ
ニ
ー
社
を
通
じ
た
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
沢

山
の
メ
ー
カ
ー
と
の
2
年
に
渡
る
交
流
も
、
周
囲
を
驚

か
せ
た
。

　

買
い
手
よ
し
・
売
り
手
よ
し
・
世
間
よ
し
の
〝
三
方

よ
し　

先
義
後
利
〞
を
業
界
だ
け
で
な
く
、
国
際
社
会

で
地
で
い
く
判
断
だ
。

　

歴
史
問
題
を
抱
え
る
日
本
の
、
一
地
方
の

一
事
業
家
が
世
界
の
中
で
戦
後
責
任
を
果
た

す
た
め
の
数
々
の
判
断
・
行
動
を
推
進
し
て

い
く
背
景
に
は
、
故
郷
の
水
の
偉
人
・
周
藤

彌
兵
衛
翁
の
姿
が
重
る
。

　

約
3
0
0
年
前
、
二
宮
尊
徳
翁
よ
り
5
0

年
早
く
、
周
藤
彌
兵
衛
翁
は
、
た
び
重
な
る

意
宇
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
被

る
村
を
救
お
う
と
、
私
財
を
投
じ
生
涯
の
大

半
を
か
け
て
岩
山
の
開
削
に
打
ち
込
ん
だ
人

物
で
あ
る
。
5
6
歳
で
一
念
発
起
、
村
人
の

非
難
や
家
族
の
不
幸
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
、

鑿
と
槌
で
岩
を
削
り
続
け
た
。
意
宇
川
を
迂

回
さ
せ
る
た
め
の
切
り
通
し
が
完
成
し
た
の

は
9
7
歳
の
時
。
そ
の
後
、
1
0
2
歳
で
大

往
生
を
遂
げ
た
。

　

当
時
1
0
2
歳
は
超
々
大
往
生
、
健
康
寿

命
の
見
本
。
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ス
は
、

現
代
人
に
生
き
様
の
再
検
討
を
迫
っ
て
い
る

よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
マ

ズ
ロ
ー
が
晩
年
に
言
っ
て
い
る
自
己
超
越
実

現
、
佐
賀
鍋
島
藩
の
『
葉
隠
聞
書
』
な
ど
も

健
康
寿
命
に
繋
が
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

人
間
自
然
科
学
研
究
所
が
主
催
し
た
全

国
・
世
界 

水
の
偉
人
覚
醒
顕
彰
祭
で
は
、

水
の
偉
人
1
7
2
人
目
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
「
1
0
0
の
診
療
所
よ
り
1
本
の
用
水
路
」

を
実
践
さ
れ
た
中
村
哲
医
師
も
名
を
連
ね
て

い
る
。

日吉切通し
劔神社
ドローン映像

人間自然科学研究所
ホームページ

世界の水と平和の聖地をめざして
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速
な
世
界
規
模
の
工
業
化
と
国
際
分
業
、
既

得
権
益
中
心
の
考
え
方
が
蔓
延
し
、
地
球
温

暖
化
、
異
常
気
象
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
は

あ
き
ら
か
。
生
命
・
人
類
の
特
性
か
ら
本
質

的
な
議
論
を
進
め
、
世
界
・
人
類
史
の
視
点
で
構
想

を
創
り
、
具
現
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
生
み
出
し
、
即

実
行
に
移
さ
な
け
れ
ば
、
人
類
史
で
究
極
の
戦
後
責

任
を
問
わ
れ
る
世
代
に
な
る
。

　

世
界
規
模
の
コ
ロ
ナ
禍
と
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
重
な
り
、
「
反
社
会
的
個
人
・
団
体
・
国
家
」
の

烙
印
を
人
類
史
に
押
さ
れ
か
ね
な
い
状
況
を
迎
え
、

人
類
は
「
平
和
・
環
境
・
健
康
は
ひ
と
つ
」
を
追
求

す
る
以
外
に
生
き
る
道
は
な
い
。

　

あ
ら
ゆ
る
生
命
が
生
き
る
た
め
に
不
可
欠

な
空
気
と
水
。
こ
の
二
つ
に
関
わ
る
事
業
を

創
造
。
そ
の
収
益
で
ド
ゥ
ー
＆
シ
ン
ク
タ
ン

ク
「
人
間
自
然
科
学
研
究
所
」
は
2
6
年
以

上
活
動
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
映
像
は
、
難

問
を
資
源
化
、
未
来
を
生
み
出
す
人
類
共
有

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形
成
す
る
一
翼
を

担
う
た
め
、
H
P
に
記
載
さ
れ
、
世
界
か
ら

誰
も
が
観
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

周
藤
彌
兵
衛
翁
が
生
れ
た
八
雲
村
で
開
発

さ
れ
た
「
や
く
も
水
神
」
は
、
2
0
0
0
年

に
出
雲
市
に
提
案
、
採
用
。
石
見
地
方
、
幕

張
メ
ッ
セ
の
展
示
会
出
品
を
き
っ
か
け
に
全

国
に
広
が
り
、
現
在
で
は
4
8
0
自
治
体
、

1
万
4
0
0
0
施
設
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

N
H
K
番
組
「
サ
キ
ど
り
」
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
た
よ
う
に
、
松
江
生
ま
れ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
言
語
「
R
u
b
y
」
を
い
ち
早
く
取
り

入
れ
、「
R
u
b
y
」
の
全
国
・
世
界
へ
の

普
及
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
ク
ラ
ウ
ド

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
広
が
り
に
も
絶
大

な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
世
界
初
の
総
合
水
管
理

対
立
の
文
明
か
ら

共
生
の
文
化
へ
。
　

平
和
実
現
の
道
を

探
求
し
実
践
す
る
。
　

停
電
に
備
え
、
事
前
に
マ
ン
ホ
ー
ル
の
汚

水
制
御
に
成
功
。
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
宮
城
県
山
元
町
は
「
や
く
も

水
神
」
で
上
下
水
道
を
整
備
。
東
北
各
地

で
水
門
の
遠
隔
開
閉
管
理
に
も
導
入
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
東
京
都
武
蔵
野
市
で
は
「
や
く
も

水
神
」
の
雨
水
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て

得
た
雨
水
情
報
を
H
P
で
公
開
。
市
民
一

人
一
人
の
災
害
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
。
一
方
、
豪
雪
被
害
に
あ
え
ぐ

北
陸
で
は
消
雪
施
設
の
遠
隔
管
理
に
効
果

が
認
め
ら
れ
、
急
速
に
普
及
が
進
ん
で
い

る
。
さ
ら
に「
や
く
も
水
神
」
は
2
0
1
6

年
に
共
用
開
始
と
な
っ
た
日
本
最
大
級
の

農
林
省
国
営
九
頭
竜
川
・
県
営
日
野
川
・

足
羽
川
下
流
域
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
も
採
用

さ
れ
、
省
庁
間
を
ま
た
ぐ
水
の
ク
ロ
ス
オ

ー
バ
ー
管
理
を
実
現
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
防
災
・
減
災
と
い
う
大
き
な

社
会
問
題
を
、
先
端
の
I
T
技
術
に
よ
り

解
決
へ
と
導
い
た
事
例
で
あ
る
。
自
然
災

害
は
日
本
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
中
国

中国の古典から「平和・環境・健康」に関する名言を選び『中
国古典名言録（中日韓米 4ヶ国語）』を 5 年の歳月をかけて編纂。
巻頭に出雲大社宮司・千家尊佑氏による「幸魂奇魂」の文字がある。

3 面阿修羅の時代から 6 面阿修羅の時代を経て、
今、日本の宍道湖・中海・大山圏から「平和・環境・
健康はひとつ」の9面阿修羅の時代へ

座右の銘「中庸」。孔子や孟子、墨子、孫子、西周、ガーボル・デーネシュ、ユヴァル・ノア・
ハラリをはじめとする古今東西の哲学に広く深く学び、多くの気づきを得ている。

急

シ
ス
テ
ム
「
や
く
も
水
神
」
は
、
専
用
ア
プ
リ

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
監
視
・
制
御
・
管
理
が
可
能
。

　

夜
中
の
故
障
時
、
広
域
に
点
在
す
る
施
設
情

報
を
瞬
時
に
把
握
・
共
有
・
遠
隔
操
作
。
必
要

な
時
に
は
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
能
で
現
場
に
案

内
、
保
全
が
で
き
る
。

　

い
ち
早
く
「
や
く
も
水
神
」
を
導
入
し
た
東

京
都
町
田
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
後
の
計
画

2009 年 2月12日発行  核大国の結節点にある朝鮮半島と日本列島（島根日日新聞）
国民国連構想を北京から問う 中国古典名言録出版記念フォーラム
2017年 2月19日発行  北海道新聞　平和と共生　著作の根底
PDF：11.1MB
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国営九頭竜川下流域パイプライン

上／オーストリアの平和活動家・作家で女性初のノーベ
ル平和賞受賞者であるベルタ・フォン・ズットナーの胸像。
オランダの芸術家にして国際弁護士のイングリッド・ロレ
マ氏が手がけたものだ。下／台座に刻まれているのは、各
国の言語で記された「武器を捨てよ」の文字だ。

小松電機産業と人間自然科学研究所のロゴマークは、
日本列島と朝鮮半島に挟まれた日本海＝東海に浮かぶ
竹島＝独島から発する光が地球をめぐるデザイン。この
問題を契機に世界から争いをなくす決意の象徴だ。

1997 年の「韓国独立記念館」訪問。日本人とし
て初めて献花と寄付を行った。

　

い
つ
何
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
火
種
を
抱
え
た

地
域
で
あ
り
、
ま
さ
に
竹
島

=

独
島
問
題
、
北
朝
鮮
の

核
問
題
、
日
本
最
大
島
根
原
発
３
号
炉
完
成
を
間
近
に

控
え
、
台
湾
・
尖
閣
諸
島
問
題
を
契
機
に
、
日
本
海
（
東

海
）
の
緊
張
は
頂
点
に
近
づ
こ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
抑
制
さ
れ
た
対
立
関
係
を
「
解
決
」
で
は
な
く

「
昇
華
」
に
導
く
こ
と
こ
そ
が
、
世
界
各
地
で
起
き
る

紛
争
が
鎮
ま
る
き
っ
か
け
に
な
る
。

　
「
人
間
は
神
に
も
悪
魔
に
も
近
づ
け
る
多
様
性
を

持
っ
た
生
命
体
」
と
の
認
識
が
、
共
感
の
ス
テ
ー
ジ
を

生
み
出
し
、
昇
華
の
流
れ
が
始
ま
り
「
対
立
か
ら
共
生

の
文
化
」に
変
わ
る
以
外
に
道
は
な
い
。
今
人
類
は「
発

展
か
破
滅
か
」
の
大
き
な
分
水
嶺
に
立
っ
て
い
る
。

　

そ
の
発
信
源
は
宍
道
湖
・
中
海
・
大
山
圏
を
お
い
て

他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

宍
道
湖
・
中
海
は
世
界
で
も
稀
有
な
連
結
汽
水
湖
、

引
力
で
は
な
く
気
圧
の
変
化
で
潮
の
満
ち
引
き
が
起
き

る
唯
一
の
水
域
。
多
種
多
様
な
生
命
を
育
み
、
脳
の
進

　

強
い
念
い
（
お
も
い
）
で
「
平
和
・
環
境
・

健
康
は
ひ
と
つ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
未
来

社
会
創
出
の
た
め
2
6
年
間
活
動
を
続
け
て

い
る
、
ド
ゥ
ー
＆
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
人
間
自

然
科
学
研
究
所
」
―
―
。　

　

1
9
9
4
年
の
設
立
以
来
、
対
話
と
議
論

を
重
ね
、
戦
争
責
任
を
「
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
」

の
３
つ
に
分
け
、「
共
感
の
ス
テ
ー
ジ
」
を
生

み
出
し
、
世
界
の
戦
争
・
平
和
記
念
館
を
訪
問
。

学
習
や
献
花
、
寄
付
を
行
う
な
ど
の
活
動
を

続
け
、
紛
争
・
戦
争
に
至
る
背
景
・
き
っ
か
け
・

経
緯
・
実
態
を
調
査
研
究
。
た
し
か
な
未
来

の
道
筋
を
確
認
し
て
き
た
。

　

1
9
9
7
年
の
「
韓
国
独
立
記
念
館
」
訪
問
、

2
0
0
5
年
の
ハ
ワ
イ
・
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館

「
真
珠
湾
攻
撃
記
念
式
典
」
公
式
献
花
、

2
0
1
7
年
の
「
中
国
全
民
族
抗
戦
勃
発

8
0
周
年
記
念
式
典
＆
国
際
二
戦
博
物
館
館

長
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
参
加
を
は
じ
め
、
四
半
世

紀
を
超
え
る
活
動
を
通
じ
て
世
界
中
に
結
ん

だ
縁
（
え
に
し
）
は
数
知
れ
な
い
。
そ
の
功

績
と
揺
る
ぎ
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
国
内
外

か
ら
注
目
さ
れ
、
各
地
に
大
き
な
影
響
を
も

た
ら
し
て
い
る
。

　

2
0
2
1
年
2
月
2
2
日
、
島
根
県
に
よ

り
制
定
さ
れ
た
「
竹
島
の
日
」
に
人
間
自
然

科
学
研
究
所
は
「
八
雲
立
つ
出
雲
か
ら
〜
平

和
・
環
境
・
健
康
は
ひ
と
つ
〜
国
際

Z
o
o
m
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
。

　

私
た
ち
の
住
む
日
本
は
海
を
挟
ん
で
朝
鮮

半
島
と
向
か
い
合
わ
せ
に
あ
り
、
豊
臣
秀
吉

の
朝
鮮
侵
攻
や
韓
国
併
合
、
戦
争
に
よ
る
遺

恨
が
蓄
積
さ
れ
、
長
ら
く
人
権
・
歴
史
・
領

土
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
対
立
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
エ
リ
ア
は
3
大
核
保
有
国
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
中
国
の
力
が
拮
抗
す
る
結

節
点
。

朝
鮮
半
島
と
向
き
合
う

宍
道
湖
・
中
海
・
大
山
圏
を

未
来
社
会
創
出
の
地
に
。

化
を
促
す
〝
水
の
聖
地
〞
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
宍
道
湖
・
中
海
に
面
し
た
八
雲
立
つ
出

雲
は
、
龍
の
名
前
が
付
く
古
刹
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

日
本
の
古
代
文
明
発
祥
の
地
に
し
て
、
人
類
史
上

初
の
「
天
の
時
・
地
の
利
・
人
の
和
」
が
重
な
る
、

朝
鮮
半
島
の
対
岸
に
位
置
す
る
究
極
の
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

国
際
Z
o
o
m
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
席
上
で
提
唱
し

た
、
国
際
平
和
セ
ン
タ
ー
の
創
設
と
世
界
の
核
放

棄
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
。
そ
し
て
各
国
の
国
民
代

表
で
構
成
さ
れ
、
対
立
を
統
合
発
展
に
導
く
「
国

民
国
連
」
構
想
。　

　

一
触
即
発
の
緊
張
関
係
、
紛
争
を
招
く
対
立
構

造
は
世
界
を
巻
き
こ
む
社
会
問
題
で
あ
る
と
同
時

に
、
単
な
る
観
念
で
は
な
く
、
恒
久
平
和
・
環
境
・

健
康
具
現
化
の
た
め
の
本
質
的
な
資
源
。

　

2
6
年
の
歳
月
を
か
け
て
築
い
て
き
た
共
感
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
世
界
に
広
が
り
、
才
能
が

開
花
。
皆
が
健
康
寿
命
を
得
て
「
お
も
し
ろ 

お
か

2017 年の「中国全民族抗戦勃発 80 周年記念＆
国際二戦博物館館長フォーラム」にて。小松昭夫
のメッセージが読みあげられ大きな反響を呼んだ。

2005 年、ハワイ・アリゾナ記念館で行われた「真
珠湾攻撃記念式典」で日本の民間人として初の公
式献花。2017 年の再訪時には小松の母、小松千
恵子名誉団長が真珠湾攻撃生存者 A.K. ロドリゲス
氏と固い握手を交わした。

2009 年、第二次世界大戦で 2000 万人が亡くな
ったロシアに、22名の訪問団を派遣。
慰霊碑、日本人墓地、シベリア慰霊平和公苑を訪
問し、献花した。

2017 北京訪問日中戦争が勃発した中国棗荘市の聖徳青銅芸術有限公
司に、周藤彌兵衛翁像など数々の銅像の製作を依頼し
平和の架け橋としている。2021 年 3 月には「日本と台
湾の上下水道の父」とされるウィリアム・K・バルトン胸
像が台北水道博物館に設置された。

オランダ・ハーグの平和宮で開かれた「世界の平和フィランソロピスト 20 人」
パネル展示会。小松のほかビル・ゲイツ氏のパネルも見える。

福島県南会津町は、やくも水神を採用し水道監視における住民サービス向上に
多大な貢献をされたという功績を受け、平成 30 年度水道イノベーション賞・令
和元年度東北総合通信局長表彰を受賞。

や
イ
ン
ド
で
起
き
た
洪
水
も
記
憶
に
新
し
い
。
あ
ら
ゆ

る
水
の
情
報
を
一
元
化
、
共
有
化
し
、
人
類
の
生
存
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
に
本
質
的
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
「
や
く
も
水
神
」
の
2
0
年
間
に
渡
る
個
人
・
役

所
・
事
業
体
の
詳
細
な
記
録
集
は
、
今
注
目
さ
れ
る
人

気
ラ
ジ
オ
番
組
へ
と
実
を
結
ん
で
い
る
。
1
8
年
目
を

迎
え
る
全
国
1
5
0
近
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
F
M
局

を
結
び
、
毎
週
日
曜
日
朝
7
時
か
ら
2
時
間
の
生
放
送

を
行
っ
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
バ
ー
ド
の
ラ
ジ
オ
番
組

「
お
は
よ
う
サ
ン
デ
ー
」
で
あ
る
。
こ
の
番
組
は
1
8

年
目
を
迎
え
る
長
寿
番
組
で
、
2
0
2
0
年
4
月
か
ら

は
松
江
市
の
「
日
本
の
縁
結
び
か
ら
世
界
の
縁
結
び
へ

・
太
陽
ホ
ー
ル
」
と
宍
道
湖
対
岸
の
「
宇
宙
に
広
が
る

ム
ー
ン
ル
ー
ム
」
か
ら
生
放
送
が
始
ま
り
、
そ
の
放
送

回
数
は
6
0
回
を
超
え
た
。
音
声
に
映
像
を
付
加
し
た

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
動
画
と
相
ま
っ
て
、
日
本
は
も
と
よ
り

人
類
共
有
の
財
産
、
知
的
資
産
と
し
て
、
全

国
・
世
界
か
ら
注
目
が
集
ま
る
前
夜
を
迎
え

て
い
る
。

　
「
企
業
」で
は
な
く「
究
極
の
事
業
」で
得
た

利
益
は
、世
の
中
の
た
め
、平
和
な
未
来
を
創

出
す
る「
平
和
・
環
境
・
健
康
は
ひ
と
つ
」事

業
に
投
入
。こ
れ
を
具
現
化
す
る
た
め
の「
国

民
国
連
」構
想
を
生
み
出
し
、世
界
・
人
類
史

で
待
望
さ
れ
る
日
本
政
府
の
誕
生
に
繋
が
る

「
政
党
設
立
の
旗
」を
立
て
る
時
を
迎
え
て
い

る
。こ
う
し
た
社
会
的
事
業
を
創
造
・
実
践

し
て
い
く
た
め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

覧
い
た
だ
け
る
今
ま
で
の
国
内
外
の
活
動
が

記
録
さ
れ
た
映
像
と
、
こ
の
資
料
に
強
い
関

心
を
持
っ
て
頂
け
る
方
の
ご
指
導
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
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2020 年11月に行われた「嫁ヶ島万
灯会」。平和を願い、千の灯火が灯
された。人間自然科学研究所は「嫁
ヶ島万灯会」に周藤彌兵衛翁をはじ
めとする「水の偉人」172 人の灯明
を奉納した。全国世界水の偉人の顕
彰事業も始まっている。

「和して同ぜず」の由来となった「和
而不同」を、樵巌窟松田秀保老師
松江市枕木山華蔵寺住職に書いてい
ただき書籍のとびらに記載。
本書発刊の際に、当時、小泉純一
郎首相へ送らせてい頂いたところ、
小泉首相からお手紙を頂きました。

2019 年 6月に「対立から共生の文化へ」
を総合テーマに宍道湖畔の袖師地蔵前で円成寺の若月住職を祭主に護摩祈祷を行い、
全国世界の水の偉人 171 人の名前と功績を記した灯籠に火を灯し顕彰し「水と火と
健康寿命の聖地」を全国、世界に発信した。

し
く 

た
の
し
く 

ゆ
か
い
に
」
人
生
を
送
れ
る
ス
テ
ー

ジ
が
生
れ
る
先
駆
け
を
務
め
る
こ
と
が
天
命
で
あ
り

天
略
。

　

ク
ラ
ウ
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
A
I
、
V
R
な
ど
の

先
端
技
術
は
、
平
和
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

が
生
れ
る
資
源
で
、
今
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
集

ま
り
社
会
変
革
へ
の
コ
ト
が
始
ま
る
前
夜
。
夜
明
け

前
が
最
も
暗
い
。

　
「
平
和
・
環
境
・
健
康
は
ひ
と
つ
」
―
―
世
界
の
恒

久
平
和
創
出
は
広
島
・
長
崎
の
原
爆
投
下
を
受
け
、

8
月
1
5
日
を
終
戦
記
念
日
と
定
め
た
日
本
が
担

う
人
類
史
的
天
命
。

　

戦
争
末
期
、
西
日
本
最
大
の
航
空
基
地
が
作
ら

れ
た
「
宍
道
湖
・
中
海
・
大
山
圏
」
は
世
界
の
期

待
を
担
い
、
絶
大
賛
同
を
得
て
、
先
駆
け
を
務
め

る
場
所
。

　

和
し
て
同
ぜ
ず
の
追
求
か
ら
生
ま
れ
た「
平
和
・

環
境
・
健
康
は
ひ
と
つ
」
へ
の
念
い
は
、「
未
来

社
会
は
予
測
で
き
な
い
が
、
未
来
社
会
を
発
明
す

る
こ
と
は
で
き
る
」
の
言
葉
を
残
し
た
ユ
ダ
ヤ
人

の
ガ
ー
ボ
ル
・
デ
ー
ネ
シ
ュ
、「
道
徳
経
済
合
一

主
義
」
を
実
践
し
た
渋
沢
栄
一
、「
社
会
的
共
通

資
本
」
を
提
唱
し
た
宇
沢
弘
文
ら
先
人
た
ち
の
念

い
と
も
重
な
る
。
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